
家事育児⽀援を通じた
メンタルヘルスケアプロジェクト
〜産後うつ病で⾟い思いをする家庭がなくなるために〜

保健師 井澤愛⼦



保健師、看護師として、⻑く地域の精神保健に携わる。
⾃⾝の妊娠・出産後のメンタルヘルス不調をきっかけ
に、⻄条市産前産後ヘルパー事業所としての活動を中
⼼として多⾓的な視点で産後うつ病の発症と重症化予
防活動を展開中

⾃⼰紹介



社会課題
①周産期を取り巻く
⼥性の現状

• 周産期の合併症で精神疾患
が最多
• 発症率は１５〜３０％で、
⻄条市においては年間120
⼈〜240⼈が潜在患者
• ⾏政も問題意識を持ち、
様々な⽅針を出している

②周産期における
うつ病の特徴

•⾃分からSOSを出しにくい
•⽀援から漏れやすい
•⼦どもの育ちや家族への影響が⼤
きい

③⼦育て世帯と
地域社会の意識

•⼥性への根強い役割期待⽂化
•家族化の加速：愛媛県の核家族率
87.46％≒⻄条市約156⼈が核家族
の潜在患者
•家庭の問題は家庭内で解決すると
いう⽂化背景
•男性の産休・育休取得を阻む根本
的な問題としての⼈材不⾜
•⽀援サービスは困った状態になっ
てから使う→我慢が美徳の⽂化背
景と予防的に使える福祉制度の不
在



産前産後家庭への家事育児サポートを⼿段とした
メンタルヘルスケア

⽣活の基盤を整えることで、こころの健康を
維持増進することができる。



産前産後サポート＆育児シェアリング事業
実施内容

▲当法⼈作成の周知チラシ

• 家事・育児ができるサポーターが家庭を訪問
（専⾨家というよりも、ママに近い⽬線で家事や育児を “シェア”
することを重視）
• 業務の制限・時間数の制限・回数の制限なく、その家庭のニーズ
に合わせて対応

• 1時間2,000円（当事者以外は1時間3,500円でサービス購⼊）
• 市が実施する産前産後ヘルパー利⽤者で、制限時間・制限回数を
超えたサービスを受けたい⽅がご利⽤中

• サポート例
u 完全に体を休めてもらうための家事・育児援助
u 産後のサポートをしながら上の⼦のお世話
u ちょっとした相談や話し相⼿
u 関係団体や必要な⽀援へのつなぎサポート
※これ以外にも、利⽤者のニーズに沿ったサポートをオーダメ―ド
で⾏う



実施事業と成果達成⽬標
◆新⽶パパママを⽀える⼈材育成

◆家事育児を担う以外に当事者を
応援できるしくみづくり

◎新⽶パパママを⽀える地域⼈材育成
◎サポーターやボランティアとなる以外に
も⼦育て世代を応援できる仕組みづくりと
その可視化

・養成講座を⽉⼀回開催し、5期⽣まで養成する。
（対⾯開催を原則とするが、コロナの影響で対⾯開催
が難しい場合は、オンライン開催とする。）
・SNSや⻄条市⼦育てアプリの広告バナーやタウン誌
に広告を出すことで、情報に触れる機会を増やす。
・事業周知の⼀環として実習受け⼊れ家庭を募集し、
実習後にアンケートを実施する（延べ15件）。

・養成講座の座学を誰でも受講できる講座とし、受講
修了書を渡す。
・ECサイトにてサービスのwebチケットを購⼊できる。
そのことで当事者にプレゼント（寄附）でき、当事者
における外部サービス導⼊のハードルを下げる。
・「⼦育てしやすい社会」への理解の輪を広げるため、
共感を⽰すステッカーを計100部作成、配布し、地域
の⽅々や企業に⾝に付けてもらう。➡応援者の可視化

概ね退院直後〜産後4か⽉の間に
必要なサポートを重点的に学習

有料サービス

市産前産後ヘルパー





⼀回⽬利⽤のハードルを下げる
モニター取り組み

地域ケア研究所InstagramのDM
⻄条市公式LINE
ふぁぶ〜る広告掲載
をご覧になった⽅からご連絡

現在⽇々の業務で忙しいと思われる学校
教員の⽅にもご提案中

モニターさまの声



サポート⼈材の育成（サポーター養成講座）

〈講習内容〉
ü産前産後の⼥性の⼼⾝の特徴理解及びケアの
⽅法

ü⽀援サービスなどの座学
ü⼦育て⽀援団体やサークルなどの紹介
ü沐浴⼈形を使⽤した実技演習

座学 実習 実習受⼊先

アンケート

▼養成講座の流れ
（今年度は5期⽣まで養成）

〈産前産後の当事者の声〉

lサポートしてくれるのは有難いが、⼦育ての⼤ベテランやすごい専⾨家でなくていい！

l同じ⽬線に⽴ってくれる⼈がいい！（悩みや不安を気軽に相談できる）

l些細な困りごとやちょっとした疑問、不安に対応してほしい！

lだからと⾔って、いい加減な知識は不安…



計4回
34名参加

サポーター活動希望者6名





制度として整備されつつある男性の育休産休も、減らな
い業務量とマンパワー不⾜と天秤にかけて悩まれている
経営者の⽅も多くおられるのではないでしょうか。
当法⼈の産後サポート事業は男性職員に産休・育休をと
らせたいけれど実情中々難しい企業様に対して、いわば
「代理育休」として活⽤していただくことでこの課題解
決の⼀翼になりたいと考えております。

⻄条商⼯会様より会報誌に2400部差し込み依頼
企業様へステッカー貼付のお願い時にご提案



医療的産後ケアから
社会的産後ケアへ

拠点型産後ケアから
まちぐるみ産後ケアへ



事業実施スケジュール
8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉

実習
（1期⽣）

「ハピすく」へのバナー広告など広報活動
（※ハピすく…市が運営する⼦育て応援総合サイト）

※サポーターになるには
座学1回、実習1回が必須
※サポーターにはならない⽅
は座学のみ受講も可能
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「産前産後サポート＆育児シェアリング事業」の説明会・
地域の企業への説明とwebチケット購⼊のお願い

座学
（1期⽣）

座学
（2期⽣）

座学
（3期⽣）

実習
（2期⽣）

実習
（3期⽣）

座学
（4期⽣）

実習
（4期⽣）

座学
（5期⽣）

実習
（5期⽣）

アンケート
（1期⽣）

アンケート
（2期⽣）

アンケート
（3期⽣）

アンケート
（4期⽣）

アンケート
（5期⽣）

ECサイト登録・
WEBチケット公開

スケジュール順調！



ご清聴ありがとうございました


